
















はじめに 

小児の入院という事態は,それが急性疾患であっても,予定された外科的手術であっても両

親の心配は非常に大きなものである。家庭内の出来ごとの中でも重要なものとなろう。小

児の入院という非常事態に際してみられる母親の心の動揺,不安が退院時までにどのよう

に解消され,母親がどのように成長してゆくかを調べるのが本研究の目的であったがアン

ケートによる研究では設問の吟味が十分でなく,鮮明な成績は得られなかった。また 2年目

の研究として小島教授による母子関係検査法による調査を開始した。 


